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試金石ストーリー 13
地球をリサイクル

Photo Caption 1: アイオワ州ビントンのライオンズは、1ヵ月の事業期間に40トンのリサイクル用品を集めました。
Photo Caption 2: フィリピンのボラカイマレー・アミティ・ライオンズクラブは環境への認識向上キャンペーンを企画し、ゴミとリサイクル用品を楽しく分別できるようにしました。
ライオンズは世界中の地域でリサイクル事業の最前線に立ち、金属くずや古新聞から医療機器や使わなくなった携帯電話に至るまで、あらゆるものを回収しています。

ライオンズの最も有名なリサイクル活動は眼鏡リサイクル・プログラムで、毎年数百万もの中古眼鏡を集めて発展途上国で配布するものです。こうした国々では、多くの人々にとって眼科医療は高価で手が届かず、またはそれ自体が行われていません。
この単純かつ有効な先駆的プログラムは1930年代には始まり、ライオンズの実用主義と他者への奉仕のシンボルとして、注目と賞賛を集め続けています。「引き出しやクローゼットに眠っているいらなくなった眼鏡や時代遅れの眼鏡は、それらを必要としている誰かの生活を劇的に変えることができます」と、アビゲイル・バンビューレンは1996年、彼女の同時配給コラム「ディア・アビー」で語っています。さらに、ライオンズの眼鏡事業は「すばらしいプログラム」であるとも付け加えています。

この取り組みの成功に基づき、ライオンズは2000年代初めに補聴器リサイクル・プログラムを開始しました。同じように補聴器の寄付を募って修理し、購入する資金を持たない人々に配布するものです。
しかしやがて、ライオンズはもっと一般的なリサイクル活動に取り組むようになりました。その多くはライオンズ緑化チームが主導するもので、チームは世界中で定期的に大量の金属くず、紙、その他の再利用可能品を集めてリサイクルしています。ライオンズは毎年4月の1カ月間、グローバル奉仕実施キャンペーンの一環として地球を守るために奉仕します。その際に行われるリサイクル活動は、エネルギーを節約し、廃棄場に送られるゴミの量を減らし、枯渇していく天然資源を保存するために役立っています。
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トルコでは、ブルサ・コザ・ライオンズクラブがリサイクル用にペットボトルを集めています。クラブ会員のヌケット・トゥズラショグルによれば、その目的は「環境と自然の汚染を防ぐこと」にあります。

一部のクラブにとっては、リサイクル・プログラムには別の魅力もあるようです。それは環境に良いだけでなく、しばしばライオンズが他の善行の資金として利用できる収入を生むからです。
アリゾナ州では、プレスコットヌーン・ライオンズクラブが新聞紙その他の再生可能な紙を約24,000トン集めて発送しました。町中の箱から新聞や雑誌を回収することで、クラブはUS$200,000余りを獲得し、地元での慈善事業に役立てたのです。

「紙が再生されれば、同じだけの木を切り倒さなくてもすむことになります」と、プレスコットヌーン・クラブのビル・パーカーは説明します。

インドでは、アルドナ・ライオンズクラブが地元の学校でゴミ削減プログラムを開始しました。当局者はこの計画が「廃棄物を富に変えている」と指摘しましたが、それは学校が再生可能な材料を販売することで資金を獲得し、利益を得たからです。ニューヨーク州北部のペンヤンという村では、地元のライオンズがフィンガーレイク地方の隣人たちに次のように頼みました。「金属のくずを寄付することで、私たちが他者を助けられるようにしてください。リサイクルすれば、お金に変えることができるのです。」

リサイクル活動には苦労も伴いますが、地域社会と地球にもたらされる利益はその努力を価値あるものにしてくれます。
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